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焼
け
お
ち
た
仏
の
像
に
さ
く
ら
舞
う 

 

児
玉
さ
ざ
え
堂
よ
り 

 

さ
ざ
え
堂
に
魅
せ
ら
れ
て
、

会
津
に
行
き
、
上
野(

こ
う
ず

け)

国
太
田
に
行
き
、
そ
し
て

此
の
程
は
武
蔵
国
児
玉
に
旅

を
し
ま
す
。 

児
玉
百
体
観
音
さ
ざ
え
堂

と
其
の
内
陣
を
拝
観
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

さ
ら
に
、
小
山
川
沿
い
に

咲
く
千
本
桜
の
土
手
上
を
歩

き
ま
す
。 

約
一
里
の
桜
散
歩
を
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

平
成
29
年
４
月
９
日
実
施 

 

当
日
は
小
雨
の
中
を
栄
螺

堂
か
ら
児
玉
駅
迄
歩
き
ま
し

た
。 

 

市
民
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
は

雨
に
も
関
ら
ず
無
心
に
走
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

思
わ
ず
声
援
を
お
く
ら
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
頑
張
れ
」
私
達
も
・
・
。 

              

児
玉
百
体
観
音
堂
、
栄
螺
堂
： 

さ
ざ
え
堂
建
築
様
式
で
、
外
観
は
二
階
建
て
で
す
が
、
内

部
は
三
層
の
回
廊
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
、
回
廊
は
栄
螺
の

つ
ぼ
の
よ
う
に
回
り
な
が
ら
上
り
、
下
り
て
き
ま
す
。 

さ
ざ
え
堂 

外
観
は
二
階
建
て
で
す
が
、
内
部
は
三
階
造
り
の
、
か
ら

く
り
を
思
わ
せ
る
建
造
構
想
が
特
徴
で
す
。 

江
戸
時
代
に
、
本
所
に
三
匠
堂(

さ
ん
し
ょ
う
ど
う)

と
し

て
初
め
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
焼
失
し
現
存
し
て
い
ま
せ

ん
、
現
存
す
る
由
緒
あ
る
「
さ
ざ
え
堂
」
は
、
全
国
に
５
ヶ

堂
あ
り
ま
す
。 

 

国
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て
は
、
福
島
県
会
津
飯
盛
山
の

三
匠
堂
で
す
、
こ
こ
の
内
部
は
、
ひ
た
す
ら
三
階
に
登
り
、

降
り
て
来
る
の
で
す
が
、
上
が
り
下
り
が
別
の
通
路
と
な
っ

て
い
る
の
で
対
向
者
に
対
面
す
る
こ
と
が
無
い
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
太
田
、
児
玉
、
取
手
の
栄
螺
堂
と
の
大

き
な
違
い
ね
じ
れ
建
築
は
三
匠
堂
だ
け
で
す
。 

こ
こ
の
特
徴
は
一
階
層
に
対
し
て
二
階
が
、
ね
じ
れ
た
構
造

で
建
て
ら
れ
て
い
る
様
で
す
。 

「 

天
高
し 

ピ
サ
の
斜
塔
と 

さ
ざ
え
堂 

」 

成
瀬
桜
桃
子
（
な
る
せ
お
う
と
う
し
）
飯
盛
山
よ
り
。 

茨
城
県
取
手
市
の
三
世
堂
は
、
本
所
五
百
羅
漢
寺
三
匝
堂
が

焼
失
し
た
現
在
で
は
、
日
本
で
最
古
の
さ
ざ
え
堂
と
な
り
ま

し
た
、
県
指
定
重
要
文
化
財
で
す
。 

昭
和
時
代
ま
で
一
般
公
開
し
て
い
な
か
っ
た
為
、
保
存
状

態
が
極
め
て
良
く
、
内
部
に
は
百
観
音
が
古
来
の
ま
ま
の
姿

で
拝
観
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

但
し
、
御
開
帳
は
年
一
度
４
月
18
日
だ
け
で
す
、
保
存
手
段

と
し
て
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。 

群
馬
県
太
田
市
の
さ
ざ
え
堂
、
堂
の
大
き
さ
で
は
、
一
番
で

し
ょ
う
。
常
時
拝
観
可
能
で
す
。 

埼
玉
県
児
玉
の
さ
ざ
え
堂
、
太
田
市
の
さ
ざ
え
堂
に
似
た
建

築
様
式
で
す
。
事
前
連
絡
が
必
要
。 

青
森
県
弘
前
市
の
六
角
堂
、
現
存
し
て
い
ま
す
が
、
未
拝
観

の
為
に
、
所
見
は
控
え
ま
す
。 

 

平
等
山
成
身
院(

じ
ょ
う
し
ん
い
ん)

、 

足
利
持
氏
開
基
、
禅
密
兼
学
の
元
昭
大
和
尚
の
開
山
。 

京
都
仁
和
寺
の
元 

末
寺
で
し
た
、
百
二
十
二
ヶ
寺
を
統

管
し
て
い
ま
し
た
。 

 

ご
本
尊
、
大
日
如
来
、
境
内
に
、
唐
銅
大
日
如
来
座
像
と

弘
法
大
師
立
像
が
あ
り
ま
す
。 

古
老
達
の
言
い
伝
え
。>

>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>
>

 

天
明
三
年(1

7
8
3
)

７
月
８
日
、
浅
間
山
の
大
噴
火
で
、
部
落

成身院(じょうしんいん)境内の 

「百体観音栄螺堂」 
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は
熱
泥
で
埋
没
、
利
根
川
は
多
く
の
死
骸
で
う
ず
め
ら
れ
ま

し
た
。 

成
身
院
七
十
一
世
元
映
和
尚
は
、
万
霊
回
向
の
た
め
利
根

の
川
辺
に
壇
を
築
き
、
法
華
経
一
万
部
を
読
誦
し
て
冥
福
を

祈
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
万
霊
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に

観
音
尊
像
百
体
を
建
立
す
る
悲
願
を
決
意
し
て
、
江
戸
へ
旅

立
ち
行
脚
し
た
の
で
し
た
。 

安
置
さ
れ
た
百
体
観
音
像
の
中
に
は
「
施
主 

吉
原
仲
町

講
中
」「
施
主 

新
吉
原
万
人
講
中
」
と
、
遊
女
達
が
建
立
し

た
仏
像
が
あ
り
ま
す
、
飢
餓
の
時
世
で
も
仏
心
へ
の
思
い
が

伺
わ
れ
ま
す
、
そ
の
数
三
千
余
人
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

元
映
和
尚
、
享
年
六
十
四
、
文
化
元
年(1

8
0
4
)

入
定
。 

明
治
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日
、
百
体
観
音
堂
の
火
災
に

よ
っ
て
、
再
度
、
観
音
像
建
立
。 

更
に
、
大
正
八
年
の
秋
祭
り
で
、
花
火
に
よ
っ
て
再
度
焼

失
し
ま
し
た
、
百
体
観
音
は
再
再
度
の
建
立
に
よ
り
、
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

>
>
>
>
>
>
>
>

上
人
大
悲
の
御
心
で 

七
日
七
夜
の
川
施
餓
鬼 

 

さ
ざ
え
堂
へ
は
な
だ
ら
か
な
坂
道
を
十
分
程
歩
き
ま
す
が
、

車
道
も
あ
る
の
で
マ
イ
カ
ー
で
行
く
事
も
で
き
ま
す
。 

山
道
の
途
中
に
、
４
月
と
９
月
末
に
開
花
す
る
四
季
桜
が
咲

き
ま
す
。
年
に
二
度
も
咲
く
桜
で
す
、
寒
桜
で
は
無
い
よ
う

で
す
、
年
間
に
二
度
咲
く
桜
は
、
近
江
や
尾
張
に
あ
る
桜
の

よ
う
で
す
が
、
東
日
本
で
は
、
見
掛
け
な
い
品
種
で
あ
る
と
、

誰
と
も
知
れ
ぬ
老
婦
人
が
説
明
し
て
い
ま
し
た
。 

 

四
季
桜
を
見
な
が
ら
坂
を
上
が
る
と
、
墓
地
が
見
え
て
き

ま
す
。
歴
代
の
住
職
の
墓
で
あ
る
、
卵
墓
に
混
ざ
っ
て
、
宝

塔
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
十
基
程
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
、
成

身
院
の
歴
史
は
、
広
い
伽
藍
と
歴
代
の
墓
石
か
ら
、
其
の
偉

大
で
あ
っ
た
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

 

百
体
観
音
堂
は
、
児
玉
三
十
三
観
音
霊
場
の
第
一
番
札
所

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

一
階
は
、
秩
父
三
十
四
霊
場
。
二
階
は
、
板
東
三
十
三
霊
場
。

三
階
は
、
四
国
三
十
三
観
音
霊
場
で
日
本
百
霊
場
観
音
が
祀

ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
ざ
え
堂
の
正
面
に
あ
り
ま
す
、
鰐
口
は
日
本
最
大
の
大

き
さ
を
誇
る
も
の
で
、
直
径1

.8
m

重
量8

0
0

㎏
も
あ
り
、

音
も
そ
れ
な
り
に
低
音
の
重
厚
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

・
・
下
総
国
取
手
の
さ
ざ
え
堂
フ
ァ
ン
よ
り
。 

 

川
施
餓
鬼(

か
わ 

せ
が
き)

と
は
・
・ 

施
餓
鬼
は
、
餓
鬼
に
苦
し
ん
で
災
い
を
な
す
鬼
衆
や
無
縁

の
亡
者
の
霊
に
飲
食
を
施
し
、
仏
に
供
養
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
餓
鬼
を
救
済
し
、
自
身
も
長
寿
す
る
こ
と
を
願
う
仏
事
を

い
い
ま
す
。 

特
に
川
辺
で
死
者
の
霊
を
弔
う
施
餓
鬼
を
川
施
餓
鬼
と
い

い
ま
す
。 

水
死
者
の
法
名
を
記
し
た
経
木(

き
ょ
う
ぎ)

や
供
物(

く
も

つ)

な
ど
を
川
に
流
し
ま
す
。 

近
頃
は
、
盆
行
事
な
ど
で
精
霊(

し
ょ
う
り
ょ
う)

流
し
を

行
う
所
が
多
く
な
り
ま
し
た
、
霊
者
を
送
る
行
事
な
の
で
、

本
来
の
意
味
と
は
多
少
違
う
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
が
、
伝
統

と
し
て
忘
れ
な
い
で
も
ら
い
た
い
で
す
。 

児
玉
の
児
玉
瓦
は
、
強
度
耐
震
防
水
性
に
優
れ
、
鎌
倉
時
代

か
ら
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

日
本
最
大
の
鰐
口(

わ
に
ぐ
ち)

寛
永
七
年(1

79
5)

作
者
不 

  

成身院の本堂は栄螺堂のある 

山の麓にあります。 

本堂の更に 100m先に山門が 

建ち仁王像が屋根上の鯱と共

に見張っています。 
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も
う
一
つ
の
取
手
と
の
係
わ
り 

 

取
手
市
広
報
よ
り 

            

前
回
取
り
上
げ
た
巾
内
唯
一
の
国
指
定
重
要
文
化
財
の
龍

禅
寺
三
仏
堂
と
、
埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
に
あ
る
成
身
院
の

不
思
議
な
つ
な
が
り
を
．
今
回
は
紹
介
し
ま
す
。 

 

成
身
院
は
古
い
由
緒
を
持
つ
お
寺
で
す
が
、
何
度
も
火
災

に
遭
い
、
ま
た
住
職
が
い
な
い
時
も
あ
っ
て
、
創
建
時
の
詳

し
い
こ
と
は
、
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

現
代
成
身
院
の
境
内
に
は
百
体
観
音
堂
と
呼
ば
れ
る
お
堂

が
あ
り
、
本
庄
市
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

百
体
観
音
堂
は
３
階
建
て
で
、
内
部
は
一
方
通
行
に
順
路
が

設
定
さ
れ
、
上
り
専
用
と
下
り
専
用
の
階
段
が
あ
る
「
さ
ざ

え
堂
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取
手
市
内
長
禅
寺
の
三
世
堂(

茨

城
県
指
定
文
化
財)

と
共
に
、
全
国
に
５
棟
し
か
残
っ
て
い
な

い
「
栄
螺
堂
」
の
一
つ
で
す
。 

 

こ
の
百
体
観
音
堂
の
２
階
に
、
釈
迦
如
来
・
阿
弥
陀
如
来
・

薬
師
如
来
の
三
体
の
仏
像(

本
庄
市
指
定
文
化
財)

が
、
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
）。 

 

こ
の
内
、
阿
弥
陀
如
来
像
の
胎
内(

仏
像
の
内
側)

に
は
、

応
永
12
年(1

405
)

10
月
に
「
総
州
下
総
国
北
相
馬
郡
黒
崎

郷
米
井
村
」
の
龍
禅
寺
が
、
こ
の
仏
像
を
制
作
し
た
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。「
米
井
村
」
は
、
取
手
市
内
米
ノ
井
と
考
え
て
、

間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
応
永
12
年
か
ら142

年
た

っ
た
天
文
15
年(15

46)

に
、
修
理
さ
れ
た
こ
と
も
書
か
れ
て

い
ま
す
。 

 

釈
迦
如
来
像
の
胎
内
に
も
、
応
永
12
年
か
ら14

2

年
た
っ

た
天
文
15
年
に
、
修
理
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
て
、
釈
迦
如

来
像
も
龍
禅
寺
の
仏
像
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
が
、
何
ら

か
の
事
情
で
、
成
身
院
に
移
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

さ
ら
に
龍
禅
寺
本
堂
の
十
一
面
観
音
像
の
胎
内
に
は
、
明

徳
３
年(13

92)

３
月
15
日
に
、
人
仏
師
了
阿
弥
陀
仏
が
制
作

し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
成
身
院
の
阿
弥
陀
如
来

像
の
胎
内
に
も
、
作
者
は
仏
師
了
阿
弥
陀
と
書
か
れ
、
龍
禅

寺
の
十
一
面
観
音

像
と
、
成
身
院
の

阿
弥
陀
如
来
像
・

釈
迦
如
来
像
の
作

者
は
、
同
一
人
物

と
い
え
ま
す
。 

 

龍
禅
寺
の
仏
像

が
成
身
院
に
移
さ

れ
た
理
由
を
知
り

た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
残
念
な
こ
と

に
今
と
な
っ
て
は

分
か
り
ま
せ
ん
． 

 

塙
保
己
一(

は
な
わ
ほ
き
い
ち)

記
念
館 

立
ち
寄
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
盲
目
の
国
学
者
塙
保
己

一
の
生
誕
の
地
で
あ
る
の
で
記
念
館
が
あ
り
ま
す
。 

塙
保
己
一
、
延
享
三
年
端
午
の
節
句
日(1

7
4
6
)

児
玉
の
百
姓

宇
兵
衛
の
子
と
し
て
嫡
男
、
七
歳
の
時
に
眼
病
で
失
明
し
て

し
ま
い
ま
す
。
十
五
才
で
江
戸
の
雨
富
検
校(

あ
が
と
み
け
ん

こ
う)

の
才
量
と
援
助
に
よ
り
学
問
の
道
に
邁
進
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

保
己
一
24
才
の
時
、
加
茂
真
渕(

か
も
ま
ぶ
ち)

の
門
下
と

な
り
「
六
国
史
」
を
学
び
、
保
己
一
の
一
生
に
関
わ
り
を
も

ち
、
生
涯
を
捧
げ
る
結
果
と
な
る
の
で
し
た
。 

38
才
で
検
校(

旗
本
と
同
格
の
位)

と
な
り
、
水
戸
藩
の
依

頼
に
よ
り
「
参
考
源
平
盛
衰
記
」、
「
大
日
本
史
」
の
校
正
を

行
い
ま
し
た
、
更
に
、
国
学
の
研
究
の
為
に
、
和
学
講
談
所

を
設
立
し
ま
し
た
。 

保
己
一
の
功
績
は
、
生
涯
を
か
け
た
「
群
書
類
従(

ぐ
ん
し

ょ
る
い
じ
ゅ
う)

」
で
あ
り
ま
す
。
後
世
に
残
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
と
自
ら
の
使
命
感
に
よ
っ
て
、
古
代
文
献
の
校
正
と
分

類
を
編
纂
し
刊
行
し
ま
し
た
。
群
書
類
従
は
既
に
ご
存
知
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
全
約
一
千
巻
と
い
う
、
日
本
最
大
の
代
表

書
物
と
し
て
諸
外
国
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
来
日
な
ど
に
、
保
己
一
の
功
績
の
一

環
が
伺
え
る
の
も
、
盲
目
故
の
偉
人
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

群
書
類
従
家
系
部
に
「
下
総
国
新
木
村
住
人
ニ
相
馬
蔵
人

在
ア
リ
」
と
あ
り
ま
す
、
相
馬
一
族
の
蔵
人(

く
ろ
う
ど
、
蔵

を
守
り
管
理
す
る
役
人)

が
居
た
。
相
馬
霊
場
七
十
七
番
で
既

に
紹
介
し
て
い
ま
す
、 

新
木
城
跡
の
城
主
で
「
東
国
戦
記
実
録
」
記
の
田
口
内
蔵

 

龍
りゅう

禅寺
ぜ ん じ

と成
じょう

身
し ん

院
い ん

三仏 

〈問い合わせ先〉埋蔵文化財センター 

☎７３－２０１０ 
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之
助
「
雁
金
山
の
合
戦
」
は
取
手
の
地
名
と
な
っ
た
大
鹿
の

砦
城
主
の
弔
い
合
戦
の
場
景
を
描
写
し
た
書
物
で
す
。 

般
若
心
経
巻
数
張
は
、
二
百
二
万
回
繰
り
返
し
、
経
典
を

暗
記
す
る
手
法
帳
で
、
小
さ
な
自
筆
の
携
帯
手
張
で
し
た
、

空
海
が
修
行
道
具
と
し
た
「
虚
空
蔵
菩
薩
求
聞
持
法
」
に
通

じ
る
暗
記
手
法
に
同
。 

享
年
七
十
六
、
文
政
四
年
九
月
十
二
日
没
。 

群
書
類
従
続
編
は
、
未
完
で
し
た
が
、
現
在
、
数
千
巻
に

の
ぼ
る
書
物
と
し
て
完
成
し
て
お
り
ま
す
。 

 

渋
谷
道
玄
坂
の
塙
研
究
所
に
、
群
書
類
従
の
版
木
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。 

保
己
一
の
旧
宅
は
、
現
在
で
も
居
住
し
て
お
ら
れ
る
為
に

拝
観
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
児
玉
城
跡
で
あ
る
桜
の
城
山
公
園

内
に
、
塙
保
己
一
記
念
館
が
佇
ん
で
お
り
ま
す
、
拝
観
無
料
。  

  

埼
玉
県
指
定
文
化
財 

競
進
社(

き
ょ
う
し
ん
し
ゃ)

模
範
蚕
室(

さ
ん
し
つ) 

 
J
R

八
高
線
児
玉
駅
か
ら
３
分
の
所
に
あ
り
ま
す
。 

競
進
社
は
、
こ
の
ほ
ど
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
高

山
社
跡
」
の
高
山
社
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
競
進
社
を
創
始

し
た
木
村
九
蔵
は
、
高
山
社
を
創
始
し
た
高
山
長
五
郎
の
弟

に
あ
た
り
ま
す
。
長
五
郎
は
「
清
温
育
」、
九
蔵
は
「
一
派
温

暖
育
」
と
い
う
蚕
の
飼
育
法
を
考
案
し
て
お
り
、
両
者
は
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
近
代
日
本
の
養
蚕
業
の
進
展
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

高
山
村(

現
藤
岡
市)

の
高
山
家
か
ら
児
玉
郡
新
宿
村
の
木

村
家
に
養
子
に
入
っ
た
九
蔵
は
、
飼
育
法
や
新
蚕
種
を
普
及

さ
せ
る
た
め
、
明
治
10
年
に
賛
同
す
る
若
者
た
ち
と
養
蚕
改

良
競
進
組
を
結
成
し
、
明
治
17
年
に
は
そ
の
組
織
を
拡
大
し
、

児
玉
町
に
出
張
所
と
伝
習
所
を
設
置
し
、
そ
の
中
に
実
習
施

設
と
し
て
現
在
も
残
っ
て
い
る
「
競
進
社
模
範
蚕
室
」
を
造

り
ま
し
た
。
明
治
27
年
の
こ
と
で
す
。
九
蔵
は
、
明
治
31
年

に
54
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
年
に
は
、
現
在

の
児
玉
白
楊
高
校
の
前
身
と
な
る
競
進
社
蚕
業
講
究
所
を
設

置
し
、
児
玉
白
楊
高
校
の
校
祖
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

高
山
社
も
高
山
組
か
ら
高
山
社(

明
治
17
年
）
、
高
山
社
蚕

業
学
校(

明
治
34
年)

へ
と
変
遷
し
競
進
社
と
同
じ
よ
う
な
歩

み
を
し
て
い
ま
す
。 

世
界
遺
産
富
岡
製
糸
場
と
本
庄
の
繭(
ま
ゆ)

市
場 

「
旧
本
庄
商
業
銀
行
煉
瓦
倉
庫
」（
国
登
録
有
形
文
化
財
）
は
、

日
本
屈
指
の
繭
市
場
を
本
庄
の
面
影
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な

建
造
物
で
す
。 

明
治
５
年
の
富
岡
製
糸
場
設
立
に
当
た
り
、
工
場
長
の
尾

高
惇
忠
（
渋
沢
栄
一
の
義
兄
）
は
、
当
時
の
本
庄
宿
の
有
力

者
諸
井
泉
右
衛
門
ら
に
繭
の
買
い
入
れ
を
依
頼
し
、
以
降
本

庄
は
、
北
関
東
の
み
な
ら
ず
日
本
屈
指
の
繭
の
集
散
地
へ
と

成
長
し
て
行
き
ま
す
。 

明
治
27
年
に
は
、
こ
の
地
初
の
銀
行
「
本
庄
商
業
銀
行
」

が
設
立
さ
れ
、
29
年
に
は
、
取
引
や
融
資
の
担
保
と
な
る
繭

を
貯
蔵
す
る
煉
瓦
倉
庫
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在

も
中
山
道
に
残
っ
て
い
る
「
旧
本
庄
商
業
銀
行
煉
瓦
倉
庫
」

で
す
。 
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鎌倉街道上道(かみつみち)の児玉町部分地図、 

 
「上道」は鎌倉を出た後、境川沿いを北上し多摩丘陵を越え武蔵国府(府中)に至り、その後武蔵野台地から比企

丘陵をぬけ、群馬県の藤岡に入り高崎付近に出ます。その後、信濃方面と越後方面へと向かったルートです。 

児玉では熊野神社方面の上道と町役場方面の上杉道に稲荷社で分岐します。 

小山川の土手には「児玉千本桜」の老桜が咲き乱れ見事な景観を満喫出来ます、勿論歩くべきです。 

 

桜 

と 

水 

芭 

蕉 

と 

 

                     模 

範 

蚕 

室 

                新四国相馬霊場 88ヶ所を巡る会 熊倉 2017/04/09記 


